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第３ 章　 基　 本　 計　 画

３ ． 活力ある 産業 【 産業振興】

①農業・ 水産業の振興

■ 現　 　 状

●

●

●

●

農業・ 水産業従事者の減少と 高齢化が進んでいます。

中山間地域を 中心に担い手不足が深刻で、 耕作放棄地が拡大し ています。

野生鳥獣による 農作物への被害が続いている 状況です。

自然環境の影響などによ り 、 一部の水産資源が減少し ています。

■ 課　 　 題

●

●

●

●

●

●

担い手への農地集積を 促進し 、 経営規模の拡大や作業効率を 上げる など 、 生産性の向上や経

営の安定化が必要です。

地域農業を 守る ため、 地域や農業者と の話し 合いなど を 通じ て「 地域計画」を 作成し 、 農地を

次世代に引き 継ぐ こ と が必要です。

野生鳥獣による 農作物被害の軽減に向けた対策が必要です。

水産資源の保護、 回復のため、 漁場環境の改善などの取組が必要です。

農地維持の負担を 軽減する と と も に、 持続可能な農業の推進が必要です。

農業・ 農村の有する 多面的機能の維持・ 発揮を 図る ため、 地域の共同活動に対する 支援が必

要です。

■ 10 年後のめざす姿チャレンジ !

持続可能な農業・ 水産業を推進するまち
　 農地の基盤整備や水産資源の保全活動など を 通じ て、 強い生産基盤を 維持し 、 持続的に農業・ 漁

業活動を 行える まち を めざし ます。

■ 関連計画

●

●

●

●

●

松阪市農業委員会「 農地等の利用の最適化の推進に関する指針」

松阪市農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想

松阪市農業振興地域整備計画

松阪市鳥獣被害防止計画

松阪市国土強靭化地域計画

■ 主な取組

●

●

●

●

●

●

●

●

利用状況調査を 毎年行い、 農地所有者及び地権者に農地の活用を 働き かけます。

地域や農業者と と も に 1 0 年後の農業を 描いた「 地域計画」を 作成し ます。

「 がんばる 認定農業者等支援事業補助金」によ る 機械等の導入を 支援し ます。

新たに営農を めざす方に対し て、 就農の情報提供や相談などを 行います。

有害鳥獣対策と し て、 捕獲や防護柵の設置、 獣害に強い作物の作付けなどを 支援し ます。

松阪漁協、県水産研究所などと 連携し 、種苗の放流などで資源回復や保護を 継続的に行います。

農業活動団体を 支援する こ と で農業環境を 保全し ます。

未整備農地の基盤整備を 促進し ます。

計画的な農業施設の長寿命化を 行います。

N ew ! !

公民連携
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3.  活力ある産業

市民ができ るこ と
◆

◆

◆

◆

◆

農業に関する話合いや地元での出会い作業の機会があれば参加し まし ょ う 。

野生鳥獣から 農地を 守る 防護柵を 設置し まし ょ う 。

限り ある 水産資源の保護に努めまし ょ う 。

農地を 維持管理し 、 耕作放棄地を 減ら し まし ょ う 。

地産地消に努めまし ょ う 。

● 数 値 目 標 ●

●公民連携の推進
■ 農業者と 連携し 、 地域における 農業の多面的機能を 維持し ます。

●若者定住･福祉社会の実現
■

■

高齢化によ る 離農が進む中、 担い手への農地集積を 促進する こ と で地域農業を 守っ てい

き ます。

若者が参加し やすい農業を 促進し ます。

横断的取組

項　 　 　 目 現状（ 年度） 目標（ R9 年度） 目標種別

耕作放棄地等のフォローアッ プ（ 改善指導等） 5 5 件（ R5 ） 5 5 件

市内耕地面積のう ち、担い手農家への農地集積率 5 5 .7 %（ R5 ） 6 6 .8 %

野生鳥獣による農作物被害額 1 1 ,1 2 0 千円（ R5 ） 1 0 ,5 0 0 千円

ガザミ など種苗放流種の漁獲量 1 0ト ン（ R4 ) 1 2ト ン

再定義の視点
◆ 農業・ 水産業など 第一次産業従事者への支援を 継続する こ と は、 農水産物など 食料の安定供

給や地産地消にも つながり ます。
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３ ． 活力ある 産業 【 産業振興】

②林業の振興

■ 現　 　 状

●

●

●

市内の森林の多く は収穫期を 迎えていますが、 木材需要や価格の低迷によ り 、 森林所有者の

林業に対する意識低下などから 、 未整備の森林が増えています。

森林組合や林業事業体によ り 、 森林の集約化を 行い効率的な森林整備に取り 組んでいます。

地元木材産業関係者などと 協力し ながら 、 地域材の販路拡大に向け取り 組んでいます。

■ 課　 　 題

●

●

●

所有者不明森林の増加などによ り 、 森林整備の基本と なる境界の明確化が重要と なり ます。

低コ スト 化に向けた高性能林業機械を 活用する ため、 林道・ 作業道の整備を 行う 必要があり

ます。

「 伐っ て、 使っ て、 植えて、 育て る」の森林サイ ク ルによ り 、 バラ ン スの取れた森林の状態を

維持し ていく 必要があり ます。

■ 10 年後のめざす姿チャレンジ !

木材の安定供給 5 0 ％アッ プ（ R5 年度 4 0 ,3 0 0 ㎥）

　 原木の安定供給（ 木材生産）、 森林の公益的機能（ 森林環境保全）、 地域材の需要拡大（ 地域材利用）

を ３ 本柱と し て、 林道整備や森林整備の促進、 森林資源の活用に向け取り 組みます。

■ 関連計画

●

●

●

松阪市森林整備計画

松阪市公共建築物等木材利用方針

松阪市バイ オマス活用推進計画

■ 主な取組

●

●

●

●

林道・ 作業道の開設や林業機械によ る 木材搬出を 支援し 、 素材生産量の増加に取り 組みます。

森林の持つ公益的機能を 発揮さ せるため、 手入れが進んでいない森林の整備に取り 組みます。

地域材を 活用し た木造住宅の建築促進及び製材製品などの販路拡大に取り 組みます。

未利用材を 木質バイ オマス発電の燃料と し て有効的に活用し ます。

カ ーボン ニュ ート ラ ルの実現に向けて、 適切な森林管理によ る CO 2 吸収機能の向上を 図り 、

J-ク レ ジッ ト の創出に取り 組みます。

N ew ! !

公民連携

● 数 値 目 標 ●

項　 　 　 目 現状（ R5 年度） 目標（ R9 年度） 目標種別

間伐による森林整備面積（ 累計） 7 6 2 ha 3 ,8 0 0 ha

主伐による木材生産量（ 累計） 2 2 ,2 3 3㎥ 1 3 3 ,2 0 0㎥

適切な森林管理によるJ-クレジット 創出量（ 累計） 1 ,5 9 1 t-CO 2 1 4 ,2 6 0 t-CO 2
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●公民連携の推進
■

■

森林土木建設協会と 森林災害等復旧対策連携協定を 結ぶこ と で 、 災害時の復旧作業等が

迅速に行えます。

地元木材産業関係者などと 連携し 、 地域材利用を 推進する こ と によ っ て 、 需要拡大につ

ながっ ています。

横断的取組

再定義の視点
◆

◆

◆

森林整備は、 森林が有する 多面的機能（ 土砂災害の防止、 水源の涵養、 地球温暖化の防止、 生

物多様性の保全、 林産物供給など）の発揮につながっ ています。

こ ども の頃から 木に親し む機会を 創出するこ と によ り 、林業や木材産業への関心を 向けるき っ

かけ作り になり 、 雇用創出につながり ます。

整備さ れた森林は、 市民や観光客が気軽に訪れる こ と ができ 、 良好な管理状態は地域のイ メ ー

ジ向上になり 、 観光客の増加につながり ます。

市民ができ るこ と
◆

◆

森林が持つ役割について理解を 深めまし ょ う 。

木と のふれあいによ り 、 木の温も り や香り を 感じ まし ょ う 。
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第３ 章　 基　 本　 計　 画

３ ． 活力ある 産業 【 産業振興】

③商工業の振興

■ 現　 　 状

●

●

●

物価高騰によ り 、 様々な業種の経営に大き な影響を 及ぼし ており 、 特に中小企業・ 小規模事

業者においてその影響が深刻です。

中心商店街等にて長期間活用さ れていない店舗があり 、 今後も 同様の店舗が増えていく 可能

性があり ます。

事業承継の問題等、 事業の担い手と なる 人材の確保が困難と なっ ています。

■ 課　 　 題

●

●

●

中小企業、 小規模事業者の経営を 維持する ため、 個々のケースに対応し たき め細かな支援が

必要です。

中心商店街等の空き 店舗を 活用し たチャ レ ン ジショ ッ プ の開設等、 創業関連事業と 連携し た

支援が必要です。

創業予定者と 既存事業者と のマッ チン グによ る 事業承継の可能性検討が必要です。

■ 10 年後のめざす姿チャレンジ !

商工業者で活気あふれるまち
　 物価高騰等の影響を 受けている 市内中小企業・ 小規模事業者に対し 、 リ スク 対策や業務の効率化

などを 進め、 経営基盤の強化を 図り 、 地域経済の活性化を めざし ます。

● 数 値 目 標 ●

■ 主な取組

● 商工業事業者が抱える 個々の課題に対し 、 出張相談窓口等の開設も 含め相談から 解決まで事

業者に寄り 添う 支援に取り 組みます。

中心商店街等の空き 店舗・ 既存店舗への意向調査等、 実態調査を を 行う と と も に空き 店舗対

策と し て有効的な施策を 検討し ます。

N ew ! !

項　 　 　 目 現状（ 年度） 目標（ R9 年度） 目標種別

産業支援センタ ーへの相談件数
9 7 3 件

（ R1 ～R5 平均）
1 ,0 0 0 件

創業支援から 創業につながった人数（ 全体） 2 0 人（ R5 ） 3 5 人

創業支援から 創業につながった人数（ 若年層） 2 人（ R5 ） 1 0 人
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市民ができ るこ と
◆ 地元の企業・ お店を 活用し まし ょ う 。

●公民連携の推進
■ 空き 店舗の有効活用について 、 民間のアイ デア・ ノ ウハウ等を 生かし 地域活性化を 図る

ため、 民間と の連携強化が必要です。

●若者定住･福祉社会の実現
■

■

若者が創業し やすい環境整備を 行う と と も に、 松阪駅西の空間にて若者が集える 場を 創

出する こ と や、 若者にと っ て魅力ある 市内商業環境への支援を 行う こ と で若者定住へ寄

与し ます。

空き 店舗の有効活用によ り 、 地域活性化に寄与し ます。

横断的取組
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第３ 章　 基　 本　 計　 画

３ ． 活力ある 産業 【 産業振興】

④企業誘致・ 連携の推進

■ 現　 　 状

●

●

●

近年の国際情勢を 見据え、 製造業サプ ラ イ チェ ーン の国内回帰が進み、 新たな産業用地が求

めら れています。

少子高齢化が進む中、 人材確保が難し く なっ ています。

2 0 5 0（ R3 2 ）年カ ーボン ニュ ート ラ ルの実現に向けて、 企業活動の脱炭素化が進んでいます。

■ 課　 　 題

●

●

●

産業用地が不足する 中、 新産業用地の整備等を 行い、 的確な情報発信を 行う こ と が必要です。

労働力を 確保する ため、 働き 方改革やパーパス経営の浸透等の経営力向上が必要です。

中小企業における カ ーボン ニュ ート ラ ルに向けた取組を 促進するこ と が必要です。

■ 10 年後のめざす姿チャレンジ !

製造品出荷額等 1 0 ％アッ プ（ R4 年 4 ,6 3 2 億円）

　 成長産業における 新たな工場等の誘致や既存企業における 追加投資の促進、 産学官金の連携によ

り 地域経済の活性化・ 雇用確保を めざし ます。

再定義の視点
◆

◆

企業活動の活性化によ り 、市外から 営業活動や視察等を 目的と し た人を 呼び込むこ と ができ ます。

魅力的なふる さ と 納税返礼品が増える こ と によ る 財源確保も 期待でき ます。

市民ができ るこ と
◆ 市内企業の製品・ サービ スや社会貢献活動に興味を 持ち 応援し まし ょ う 。

■ 関連計画

● 松阪市企業立地戦略

■ 主な取組

●

●

●

●

新たな産業用地の候補地を 検討し 、 整備に向け取り 組みます。

新規企業の誘致や市内で操業中の企業が追加投資を 行いやすい環境整備を 行います。

市内企業の経営力向上のため、 産学官金連携のネッ ト ワーク を 活用し 、 ハン ズオン 支援を 行

います。

中小企業が行う 省エネ最適化診断や省エネ設備、 再生可能エネルギーの導入を 支援し ます。

公民連携

横断的取組

●公民連携の推進
■ 一定条件を備えた企業活動を市が一体と なっ てPRするこ と により 、相乗効果を発揮でき ます。

● 数 値 目 標 ●

項　 　 　 目 現状（ R5 年度） 目標（ R9 年度） 目標種別

企業立地件数（ 累計） 2 件 1 2 件

市内事業者に対する連携支援件数（ 累計） 1 0 件 4 0 件
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第３ 章　 基　 本　 計　 画

３ ． 活力ある 産業 【 産業振興】

⑤観光・ 交流の振興

■ 現　 　 状

●

●

●

伊勢志摩方面への観光の立ち 寄り 場所に選ばれており 、 中心市街地の歴史・ 文化財施設の入

込客数は増加傾向にあり ます。

イ ン バウン ド 市場が新型コ ロ ナウイ ルス感染症の影響で落ち 込んだも のの回復の兆し があり

ます。

観光バスを 利用し た団体旅行から 個人や小グループ の旅行へと 旅行者の傾向に変化が見ら れ

ます。

■ 課　 　 題

●

●

●

日帰り 型が中心の観光のため、滞在時間の延長を 促し 、消費額を 高める施策の検討が必要です。

旅行者が関心を 持つ情報を タ イ ムリ ーに提供し 、 松阪市の認知度を 高める 必要があり ます。

イ ン バウン ド 戦略と し て、 松阪牛の知名度を 生かし 、 歴史・ 文化など を 併せた情報発信を 行

う こ と が求めら れています。

■ 10 年後のめざす姿チャレンジ !

行き たく なるまち「 まつさ か」
　「 松阪市に行こ う 」と 思っ ていただける よ う に、 松阪市が有する 観光資源を 磨き 上げ、 誰も が行き

たく なる よう な情報を 国内外に発信し ていき ます。

■ 関連計画

● 松阪市観光振興ビ ジョ ン

■ 主な取組

●

●

四季を 通じ てまち 歩き やイ ベン ト を 企画し 、 全国から の観光客誘致に取り 組みます。

滞在時間の延長を 促すイ ベン ト 企画や観光資源を 磨き 上げ、 消費額の増加を 図る と と も に宿

泊者の増加に取り 組みます。

デジ タ ルツ ールの活用によ る 旅行者ニーズを 反映さ せたW eb サイ ト やSN Sの積極活用を 通

じ 、 松阪市へ行き たく なる 情報を 発信し ます。

イ ン バウン ド 需要に対応するため、 環境整備を 進めます。

N ew ! !

N ew ! !

公民連携

公民連携

● 数 値 目 標 ●

項　 　 　 目 現状（ R5 年度） 目標（ R9 年度） 目標種別

モニタリング対象1 0 施設入込客数増減率(平均) 1 0 0％ 1 1 0 .0 %

観光消費額(推計)増減率 1 0 0％ 1 1 0 .0 %

モニタ リ ン グ対象宿泊施設宿泊者数増減率 1 0 0％ 1 2 0 .0 %
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再定義の視点
◆ 観光資源（ ウオーキン グコ ース を 歩く ）を 生かすこ と によ っ て、 高齢者の健康増進に役立ち

ま す。

市民ができ るこ と
◆ 自分たち が住む松阪市に関心を 持ち、 まつり や観光イ ベン ト に参加する こ と で、 理解を 深め、

市外の方に松阪市を アピ ールし まし ょ う 。

●公民連携の推進
■ 交通事業社や旅行社等のノ ウハウを 生かすこ と によ っ て 、 国内外から の誘客につなげる

こ と ができ ます。

●若者定住･福祉社会の実現
■ 全ての人が安心し て楽し める ユニバーサルツ ーリ ズムを 推進し ます。

横断的取組
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３ ． 活力ある 産業 【 産業振興】

⑥松阪牛・ 地域ブラ ンド の振興

■ 現　 　 状

●

●

●

●

「 特産松阪牛」と なる 兵庫県産素牛（ 子牛）の価格高騰が続いています。

消費者に安全安心な松阪牛を 提供する ため、 松阪牛の独自システム「 松阪牛個体識別管理シス

テム」を 運用し ています。

優れた特産品が数多く ある も のの、 その魅力が効果的に伝えら れていない状況です。

他のブラ ン ド 牛に比べ、 ふるさ と 応援寄附金の受入額は少ない状況です。

■ 課　 　 題

●

●

●

●

●

「 特産松阪牛」の出荷頭数を 維持し ていく こ と が必要です。

「 松阪牛個体識別管理システ ム」の安全安心な取組を 幅広く 周知し 、 松阪牛の魅力を 情報発信

する こ と が必要です。

特産品が保有する 付加価値の要素を 明確にする こ と が必要です。

松阪牛関連の返礼品数を 増やし 、 多様な寄附者ニーズに対応し ていく こ と が必要です。

松阪牛の価値や魅力を 更に高める ためのPRが必要です。

■ 10 年後のめざす姿チャレンジ !

産品想起率市区町村ラ ンキング 全国１ 位
　 歴史と 伝統ある「 特産松阪牛」の生産振興と 松阪牛を 国内外で PRする こ と によ り 、 松阪牛ブ ラ ン

ド の維持と 認知度向上を 図り ます。 地域特産品のブ ラ ン ド 化戦略と し て、 松阪ブ ラ ン ド 認定制度を

活用し 地域特産品の認知度向上を 図り 、 生産振興と 消費拡大につなげていき ます。

■ 主な取組

●

●

●

●

市内の特産松阪牛肥育農家を 継続的に支援し ます。

国内外で松阪牛のPRを 継続し て取り 組みます。

松阪ブ ラ ン ド 認定制度によ り 、 地域特産品である 松阪茶やあおさ のり など の付加価値を 明確

化し 、 需要拡大に取り 組みます。

松阪牛を 主軸に寄附者ニーズを 捉えた返礼品の拡充に取り 組みます。

● 数 値 目 標 ●

若者・ 福祉 公民連携

項　 　 　 目 現状（ R5 年度） 目標（ R9 年度） 目標種別

飯南町深野（ 松阪牛発祥の地）における特産松阪
牛の肥育頭数

3 7 頭 5 0 頭

ふるさ と 応援寄附金の額 1 7 億円 2 3 億円

ふるさ と 応援寄附金の返礼品に「 松阪牛」を選ばれ
た方の人数

5 3 ,0 0 0 人 7 1 ,0 0 0 人

― 64 ―



第３ 章    基 本 計 画
3.  活力ある産業

再定義の視点
◆ ふる さ と 応援寄附金に伴う 返礼品は、 地域産業の活性化につながっ ています。

市民ができ るこ と
◆ 地域特産品の地産地消に努めまし ょ う 。

●公民連携の推進
■ ふる さ と 応援寄付金に伴う 返礼品は、 提供事業者と 連携し 、 松阪市の特産品等の魅力発

信につながっ ています。

●若者定住･福祉社会の実現
■ ふる さ と 応援寄附金を 契機に交流人口の増加ひいては将来の移住定住につながる こ と も

期待でき ます。

横断的取組
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３ ． 活力ある 産業 【 産業振興】

⑦雇用・ 勤労者福祉の充実

■ 現　 　 状

●

●

●

多く の若者が県外に進学し 、 地元に戻ら ずそのまま就職し ている状況です。

障がい者の法定雇用率の引上げにより 、 更なる 障がい者雇用推進が求めら れる状況です。

多く の女性が出産・ 子育てなどで仕事を 離職又は中断せざる を 得ない状況です。

■ 課　 　 題

●

●

●

地元企業の魅力を 発信し 、 若者の地元就職につながる 支援が必要です。

地元企業の求人活動への支援及び障がい者雇用への理解と 協力が必要です。

若者・ 中高年・ 女性・ 障がい者など、 求職者の状況に応じ た求職活動への支援が必要です。

■ 10 年後のめざす姿チャレンジ !

市民が地元で就職でき 、 勤労者が働き やすいまち
　 求職者の状況に応じ た就労支援に取り 組み、 地元企業においても 必要な人材の確保ができ る よ う

にする こ と で、 地元雇用の活性化につなげます。

●若者定住･福祉社会の実現
■

■

■

■

企業ガイ ド ブッ ク を 高校へ配布する こ と で地元高校生の地元就職を 促し ます。

就職マッ チン グ支援サイ ト を 活用する こ と で 、 地元就職を めざ す松阪市の求職者のみな

ら ず県外・ 市外から の若者のU IJタ ーン を 促すこ と で若者定住に寄与し ます。

ハローワーク 松阪と「 障がい者面接会」を 実施し 、 障がい者の地元就職を 支援し ます。

障がい者の雇用・ 就労促進フ ォ ーラ ムの開催や、 市内優良事業所等表彰と 講演会を 実施

するこ と で、 障がい者雇用の理解促進に寄与し ます。

横断的取組

● 数 値 目 標 ●

項　 　 　 目 現状（ 年度） 目標（ R9 年度） 目標種別

高校生の地元就職率
4 5 .5％

（ H3 0 ～R4 平均値）
4 8 .0 %

障がい者雇用率 2 .2 8 %（ R5 ） 2 .7 0 %

就労の広場から つながった就職者数 5 0 人／年(R5 ) 5 5 人／年

南三重就活ナビから つながった就職者数 3 人／年（ R5 ） 1 0 人／年

■ 主な取組

●

●

●

●

●

就職マッ チング支援サイ ト を 活用し 、 若者の地元就職の増加に取り 組みます。

企業ガイ ド ブッ ク を 高校へ配布し 、 高校生の地元就職の増加に取り 組みます。

ハロ ーワーク 松阪や商工団体と 連携し 、 障がい者の就労増加に取り 組みます。

求職者に応じ た求職活動に対する 支援に取り 組みます。

勤労者福祉充実のための市内福利厚生実施事業者への支援に取り 組みます。

若者・ 福祉

若者・ 福祉

若者・ 福祉 公民連携
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市民ができ るこ と
◆

◆

◆

障がい者雇用への理解を 深めまし ょ う 。

地元の良さ を 再認識し ても ら い、 地元愛や誇り を 育みまし ょ う 。

就職を 希望する 方は、 企業ガイ ド ブッ ク や南三重就活ナビを 活用し まし ょ う 。
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